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報

6 月 20 日、市役所庁議室で交通死亡事故抑止
1600日達成警察本部長感謝状贈呈式が行われまし
た。これは、市内で交通死亡事故が1600日間なか
ったことを表彰するもので、当日は、各種団体も参
加するなか感謝状の贈呈が行われました。

●交通死亡事故抑止1600日達成
7月13日、羽置きの里びりゅう館で、国民文化祭西

原長寿食体験ツアーを実施しました。当日は、参加者
5名がせいだのたまじ作りやそば打ち体験を行いまし
た。また、水車の力を利用した石臼でそばの実を粉にす
る水車小屋を見学し、そば粉ができるまでを学びました。

●国民文化祭西原長寿食体験ツアー

市内のママさんバレーボールチーム『東斐』のみな
さんは、全国ママさんバレーボール大会県大会で優勝
し全国大会の出場権を獲得しました。メンバーのみな
さんは、6月26日、市役所庁議室で、江口市長に優
勝の報告を行いました。

●全国ママさんバレーボール大会優勝
7月8日、16日、市役所で、市民のみなさんから

集めた折鶴を千羽鶴にする作業が行われました。これ
は、市が企画した『千羽鶴を広島・長崎に』に市遺族
会が協力して行ったもので、市民のみなさんから集め
た約3万羽の折鶴を千羽にまとめる作業を行いました。

●上野原市遺族会が千羽鶴づくり

●地域の話題をお寄せください。
　企画課政策推進担当   電話 62-3118

今月号の表紙　

折鶴に込めた一人ひとりの想い
今月号の表紙は、広報6月号でみなさんに応募し集まった折鶴を掲載し

ました。また、今月号の特集は、『平和』をテーマに取り組みました。取材は、
68年前の戦争の記憶をたどるものであったため、思うように進まず焦るば
かりでした。また平和という言葉のもつ意味が、自分自身でもわからなかっ
たため、特集の内容を形にするのも時間がかかりました。しかし、今回取材
に協力してくれた方や地域のみなさんなどの協力により、なんとか形になり
ました。本当にありがとうございました。（広報担当者０）

編集後記人口と世帯
※人口および世帯数は、外国人登録者を含みます。

人口 ● 25,752 人 （−　3）
男 ● 12,826 人 （−　4）
女 ● 12,926 人 （+　1）

世帯 ● 10,028 世帯（+ 11）
平成 25 年 7 月 1 日現在

（　）内は前月比

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、
植物性インキを使用しています。 広報うえのはら　No.102      24
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3      広報うえのはら　平成 25 年 8 月号　　　　　

屠
と り ゅ う

龍
〜 つなげる想い 〜

1  屠
と り ゅ う

龍体当たりの事実
屠と
り
ゅ
う龍  

B
29
に
体
当
た
り

昭
和
16
年
12
月
8
日
、
日
本
の
真

珠
湾
攻
撃
に
始
ま
っ
た
太
平
洋
戦
争

は
、
当
初
有
利
に
展
開
し
た
も
の
の
、

昭
和
17
年
6
月
の
ミ
ッ
ド
ウ
ｴ
ー
海

戦
を
転
機
に
米
軍
の
反
攻
が
始
ま
っ

た
。
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
・
ア
ッ
ツ
・
サ

イ
パ
ン
・
硫
黄
島
な
ど
が
次
々
と
陥

落
し
戦
火
は
本
土
に
迫
っ
た
。

昭
和
20
年
2
月
19
日
、
東
京
を
空

襲
す
る
た
め
1
5
2
機
の
B
29
が

サ
イ
パ
ン
か
ら
飛
び
立
っ
た
。
こ
れ

を
迎
え
撃
つ
た
め
、
日
本
軍
は
、
千

葉
県
松
戸
市
か
ら
飛
行
第
53
戦
隊
が

飛
び
立
っ
た
。
学
徒
兵
の
葊ひ
ろ
せ
は
る

瀨
治
少

尉
（
戦
死
後
大
尉
）
と
加か
と
う
き
み
お

藤
君
男
伍

長
を
乗
せ
た
「
屠と
り
ゅ
う龍

」
65
号
機
は
、

丹
沢
上
空
1
万
ｍ
で
待
機
、
富
士
山

西
方
よ
り
、
高
度
8
3
0
0
ｍ
で
進

入
す
る
第
一
編
隊
12
機
の
一
機
を
撃

破
、
次
い
で
、
第
二
編
隊
8
機
が
大

月
西
方
よ
り
迫
っ
て
く
る
の
に
気
づ

く
。
第
一
次
攻
撃
で
ほ
と
ん
ど
全
弾

を
撃
ち
尽
く
し
、
右
エ
ン
ジ
ン
は
被

弾
し
て
い
た
た
め
、
葊
瀨
少
尉
は
、

意
を
決
し
「
加
藤
降
り
ろ
」「
体
当
た

り
」
と
叫
び
、
B
29
に
前
方
よ
り
体

当
た
り
を
敢
行
し
た
。
屠と
り
ゅ
う龍
は
火
だ

る
ま
に
な
っ
て
当
時
の
旧
西
原
村
阿

寺
沢
に
墜
落
、
葊
瀨
少
尉
は
戦
死
し

た
。
B
29
は
、
空
中
分
解
し
、
平
野

田
中
群
山
周
辺
に
落
ち
、
翌
日
い
っ
ぱ

い
燃
え
続
け
た
。

（
参
考　
葊
瀨
大
尉
由
緒
碑
文
）

《特集》屠
と り ゅ う

龍  〜 つなげる想い 〜

屠
とりゅう

龍で B29 に体当たりした葊
ひ ろ せ

瀨治
はる

陸軍大尉

せ
い
ぜ
い
あ
い
子
が
孝
行
し
て
く
れ
。

最
後
の
御
願
い
で
す
。

親
孝
行
の
で
き
な
か
っ
た
の
が
。

か
え
す
が
え
す
も
残
念
。

— 屠龍 （とりゅう）—
屠龍（とりゅう）とは、大日本帝国陸軍の二式複座
戦闘機のこと。この戦闘機が最も威力を発揮し
たのが、太平洋戦争末期の本土防空戦である大
型爆撃機 B ２９迎撃任務だった。
当時、多くの若き青年たちの命が屠龍（とりゅう）

とともに散った。

2
0
1
8
年
で
人
口
の
8

・

8
％
、

2
0
2
8
年
で
は
、
た
っ
た
の
2

・

9
％
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
間
違
い
な
く
当
時
を

知
る
者
は
減
少
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

戦
争
と
上
野
原

歴
史
の
教
科
書
を
見
れ
ば
、
広
島
、

長
崎
の
原
爆
投
下
や
東
京
大
空
襲
、

沖
縄
戦
な
ど
の
説
明
が
多
い
。

ま
た
、
多
く
の
戦
争
体
験
者
は
、

主
に
上
野
原
以
外
で
の
戦
争
体
験
を

語
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
。

し
か
し
、
私
た
ち
が
住
む
上
野
原

に
も
太
平
洋
戦
争
の
事
実
が
あ
る
。

私
た
ち
は
、
こ
の
身
近
に
あ
る
事
実

を
伝
え
、
平
和
へ
と
繋
げ
て
い
く
役

割
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

だ
れ
も
が
穏
や
か
で
安
定
し
た
生

活
を
送
る
に
は
何
を
す
べ
き
か
、
上

野
原
に
あ
る
戦
争
の
事
実
か
ら
迫
っ

た
。

太
平
洋
戦
争

先
の
大
戦
か
ら
68
年
目
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
る
。
太
平
洋
戦
争
で
は
、
日

本
人
だ
け
で
約
3
1
0
万
人
も
の
尊

い
命
が
失
わ
れ
た
。
今
、
私
た
ち
は
穏

や
か
な
日
常
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
の
平
和
な
日
常
は
、
多
く

の
犠
牲
の
う
え
に
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
い
け
な
い
。

戦
争
体
験
者
の
減
少

終
戦
か
ら
68
年
と
い
う
歳
月
は
、

戦
争
の
事
実
を
風
化
さ
せ
た
。
ま
た
、

当
時
の
様
子
を
語
る
者
も
少
な
く
な

り
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
伝
え
づ
ら
く

な
っ
た
。

仮
に
1
9
3
8
年
以
前
に
生
ま
れ

た
世
代
で
、終
戦
時
7
歳
以
上
の
世
代
を

基
準
に
す
る
と
、
今
後
、
戦
争
体
験
者

の
人
口
に
占
め
る
比
率
は
ど
う
な
る
か
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
の
将
来
推
計
人
口
で
見
る
と
、

実

事特集

みなさんは、西原地区で起きた 68 年前の戦争の事実を知っているだろ
うか？私たちの住む上野原にも太平洋戦争に関する事実がある。
そこで、多くの尊い命が亡くなり、若き青年の命が西原地区の上空で散っ
た屠

とりゅう
龍体当たりの事実をお伝えします。

（
葊
瀨
治
大
尉
の
遺
書
よ
り
）
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億

２　68 年前の記憶

爆
弾
が
破
裂
す
る
音
や
パ
ン
パ
ン

と
い
う
音
が
聞
こ
え
た
の
で
、
敵
兵

が
銃
で
日
本
兵
と
撃
ち
合
っ
て
い

る
と
思
い
、
怖
く
て
室
の
外
に
は
出

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

数
日
後
、
雪
の
積
も
っ
た
道
を

歩
き
、
B
29
の
墜
落
現
場
に
行
き

ま
し
た
。
現
場
は
、
私
の
自
宅
か
ら

東
に
約
7
0
0
m
離
れ
た
と
こ
ろ

で
、
多
く
の
見
物
人
が
機
体
の
周
辺

に
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
機
体
の
中

に
は
、
眼
鏡
を
か
け
た
細
身
の
米
兵

が
座
席
に
座
っ
た
状
態
で
亡
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
こ
か
ら

20
m
程
度
離
れ
た
と
こ
ろ
に
は
、

少
し
太
っ
た
米
兵
が
亡
く
な
っ
て

い
て
、
そ
の
光
景
は
、
ひ
ど
く
悲
惨

な
も
の
で
し
た
。

《特集》屠
と り ゅ う

龍  〜 つなげる想い 〜

蘇
る
当
時
の
記
憶

私
は
、
当
時
、
国
民
学
校
高
等

科
の
2
年
生
で
し
た
。
私
が
住
む
西

原
地
区
か
ら
は
、
ズ
ン
ズ
ン
と
体
に

ひ
び
く
よ
う
な
音
を
た
て
て
飛
行

す
る
B
29
の
編
隊
が
よ
く
見
え
ま

し
た
。
空
襲
警
報
が
鳴
る
た
び
に
、

桜
の
木
や
竹
や
ぶ
に
逃
げ
込
ん
だ

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

屠と
り
ゅ
う龍

が
B
29
に
体
当
り
し
た
日

は
、
数
日
前
に
降
っ
た
雪
が
山
な
ど

に
残
る
寒
い
日
で
し
た
。

あ
の
日
は
、
家
族
6
人
で
自
宅

に
い
ま
し
た
。
突
然
、
今
ま
で
に
聞

い
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
、
激
し
い

音
が
聞
こ
え
た
の
で
、
私
は
母
の
制

止
を
振
り
切
り
、
家
の
外
に
飛
び
出

し
ま
し
た
。
そ
の
瞬
間
、
B
29
の

主
翼
に
つ
い
て
い
る
発
動
機
が
ひ

と
つ
、
火
を
噴
き
な
が
ら
、
私
に
め

が
け
て
飛
ん
で
き
ま
し
た
。「
あ
っ
、

ぶ
つ
か
る
！
」
と
思
っ
た
瞬
間
、
私

の
目
の
前
の
約
50
m
先
に
墜
ち
ま

し
た
。
ほ
ん
の
一
瞬
の
出
来
事
で
し

た
が
、
目
を
つ
ぶ
れ
ば
あ
の
光
景
と

恐
怖
が
蘇
り
ま
す
。

ま
た
、
川
向
こ
う
で
何
か
が
墜

落
し
て
燃
え
て
い
ま
し
た
。
近
く
ま

で
行
っ
て
み
る
と
、
大
人
た
ち
か

ら
、「
見
る
な
！
」と
言
わ
れ
た
の
で
、

の
ぞ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
あ
と
で
そ
れ
が
日
本
軍
の
戦

闘
機
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

あ
の
と
き
の
臭
い
と
光
景
は
、
今

で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

ヒロ牧場

平野田休養村

西原小学校

羽置の里びりゅう館

西原出張所

 証言者③【降矢鋭敏さん】

 証言者①【降矢量男さん】

 証言者④【降矢平子さん】

証言者② 【木下三千代さん】

証言者⑤【降矢当男さん】
※都内の地下にある
　情報室に勤務

×
×

××
日本機屠龍墜落地

（平野田向）
廣瀨治大尉死亡

米機 B２９後部胴体墜落地
（中群権現下方）

米兵 2 名死亡

米兵１名死亡
（阿寺沢川右岸倉庫上方）

西原地区原

西原地区初戸

西原地区阿寺沢
西原地区中群

西原地区川通腰掛

鶴川

鶴川

鶴川

阿寺沢川

『西原と太平洋戦争』（旧上野原市立西原中学校作成）82 頁を参考に作成
※実際の墜落地や B29 編隊航路などを正確に表したものではありません。

米兵 1 名降下地
（倉熊山頂上付近）

東京第 1 陸軍病院で死亡

加藤君男伍長降下地
（法心寺東方の山）

生還

米兵 1 名降下地
（上恩方蛇山）

米国に生還

米兵 1 名降下地
（恩方第 1 小学校裏山）

米兵死亡

東京方面（檜原村・八王子市）
至小菅村

至上野原市街

大月方面

米機 B２９胴体墜落地
（ホックボ）
米兵５名死亡

東京方面

B29 編隊航路（推測）

西原招魂社

中群山（点線内）
とりゅう

証言者③

降
ふ る や え い び ん

矢鋭敏さん

（79 歳）
西原地区
原

あの頃は、毎日のように西原地
区上空をズシズシという地響きの
ような音をたてて B29 の編隊が
通過していました。当時、小学生
だった私は、まさか B29 が墜落
してくるとは思いもしませんでし
た。墜落現場の周辺は、米兵が亡
くなっており、とても悲惨な状況
でした。戦争は惨めなものだから、
二度としてほしくないと強く思い
ました。

鮮
明
に
残
る
当
時
の
記
憶 証言者②

木
きのした

下三
み ち よ
千代さん（83 歳）

西原地区川通平野田（当時）

profIle
現在 75 歳で畑仕事をしながら
生活する降矢さん。68 年前を
振り返り『戦争は二度と経験し
たくないし、子どもたちにも同
じ思いをさせたくない』と話す。

profile
現在上野原地区に住む木下（旧
姓山本）さん。『戦中戦後の生
活は、苦労の連続だった』『戦
争は二度と起こしてはいけな
い』と話す。

証言者④

降
ふ る や ひ ら こ

矢平子さん

（81 歳）
西原地区
川通平野田（当時）

証言者⑤

降
ふ る や ま さ お

矢當男さん

（90 歳）
西原地区
川通平野田（現在）

あの日は、東京の半蔵門近くの
地下にあった情報室にいました。
私は、米国大型爆撃機の本土侵入
情報を処理する仕事に就いていま
した。着任早々『山梨県東部に侵
入』という、B29 の侵入情報を聞
きました。終戦後、地元に戻り
屠
とりゅう

龍体当りの事実を知りました。
あのとき聞いた情報は、屠

とりゅう
龍が

B29 に体当りしたときのものだと
知りました。葊瀨大尉やその家族
を思うと胸がつまります。

あの時、私は国民学校から帰っ
てきたばかりでした。バババババ
ッという音が聞こえたので家の外
にでると、ごう音とともに、戦闘
機が火だるまになって墜ちてくる
のが見えました。機体には日の丸
が描かれていたので日本の飛行機
だとわかりました。墜落現場に行
くと、異様な臭いが立ちこめ、た
だただ怖いという気持ちでいっぱ
いでした。多くの命が亡くなる戦
争は、こりごりです。

記
証言者①

降
ふ る や か ず お

矢量男さん（75 歳）
西原地区中群

悲
惨
な
光
景

昭
和
20
年
2
月
19
日
の
西
原
地

区
は
、
厚
い
雲
が
で
て
い
て
あ
ま
り

よ
い
天
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
私
は
こ
の
日
の
午
後
、
庭
先
で

祖
父
の
薪
割
り
の
手
伝
い
を
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
バ
ッ
バ
ッ
バ

ッ
バ
ッ
と
い
う
音
が
聞
こ
え
た
の

で
空
を
見
上
げ
る
と
、
大
月
方
面
の

上
空
で
、
B
29
と
日
本
軍
機
が
撃

ち
合
い
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

ま
し
た
。
祖
父
と
私
は
、
こ
ち
ら
に

向
か
っ
て
撃
っ
て
い
る
と
思
い
、
慌

て
て
家
の
中
に
逃
げ
よ
う
と
し
ま

し
た
。
そ
の
瞬
間
、
パ
ッ
と
空
が
光

り
鈍
い
音
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
こ
れ

に
あ
わ
せ
て
家
の
上
空
を
ご
う
音

と
と
も
に
火
だ
る
ま
に
な
っ
て
墜

落
し
て
く
る
B
29
が
見
え
ま
し
た
。

恐
ろ
し
く
な
っ
て
、
祖
父
と
二
人
で

サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
を
貯
蔵
す
る
室

（
む
ろ
）
と
呼
ば
れ
る
洞
穴
に
逃
げ

ま
し
た
。
B
29
が
墜
落
し
た
夜
は
、

68 年の歳月は、屠
とりゅう
龍体当たりの事実を風化させた。また、当時を知る人

も少なくなり、後世に伝えずらくなっている。そこで、私たちの住む上野
原にもこのような戦争の事実があることを伝える必要があると考え、当時
の様子を知る 5人の方に話を聞いた。
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「
葊
瀨
大
尉
戦
死
地
の
碑
」と「
由
緒
碑
」

私
は
、
西
原
地
区
遺
族
会
の
会

長
と
し
て
2
年
目
を
迎
え
ま
す
。
私

は
、
屠と
り
ゅ
う龍

が
B
29
に
体
当
り
し
た

と
こ
ろ
を
見
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の
会
長
や
役

員
、
諸
先
輩
の
方
か
ら
当
時
の
話
を

聞
き
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
そ
れ
ぞ
れ

の
想
い
を
受
け
継
い
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
終
戦
後
、
屠と
り
ゅ
う龍

の
墜
落

地
に
建
立
さ
れ
た
『
葊
瀨
大
尉
戦
死

地
の
碑
』
の
脇
に
は
、
平
成
10
年
11

月
に
西
原
遺
族
会
と
西
原
地
区
の

有
志
が
建
立
し
た
『
由
緒
碑
』
が
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
大
切
な

石
碑
の
保
全
を
行
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
9
月
に
な
れ
ば
、『
由
緒
碑
』

承
戦
争
遺
物

戦
争
遺
物
は
、
か
つ
て
の
日
本
が

経
験
し
た
悲
惨
な
戦
争
の
記
録
を
後

世
に
残
す
重
要
な
物
証
で
す
。

現
在
、
戦
争
を
体
験
し
た
方
は
、

少
な
く
な
り
、
戦
争
の
事
実
を
知
る

機
会
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
よ
う
な
現
実
か
ら
、

戦
争
遺
物
が
果
た
す
役
割
が
、
極
め

て
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
、

県
内
で
上
野
原
市
に
し
か
な
い
屠と
り
ゅ
う龍

体
当
た
り
の
事
実
と
戦
争
遺
物
は
、

広
島
や
長
崎
、
沖
縄
な
ど
に
行
か
な

く
て
も
、
み
な
さ
ん
が
住
む
上
野
原

で
戦
争
の
事
実
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
貴
重
な
も
の
で
す
。

68
年
前
の
無
益
な
戦
争
を
二
度
と

繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
戦
争
遺
物

や
遺
跡
を
保
存
し
、
展
示
会
な
ど
を

行
い
な
が
ら
平
和
学
習
に
生
か
し
て

行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

3　後世に伝える

西
原
と
太
平
洋
戦
争

私
は
、
旧
西
原
中
学
校
で
校
長

を
務
め
て
い
た
と
き
、
西
原
地
区
の

太
平
洋
戦
争
に
か
か
わ
る
事
実
を

生
徒
と
一
緒
に
調
査
・
研
究
を
し
、

『
西
原
と
太
平
洋
戦
争
』
と
い
う
一

冊
の
資
料
集
に
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
私
が
、
地
域
の
み
な

さ
ん
と
の
交
流
の
中
で
、
戦
争
体
験

者
の
減
少
や
戦
争
の
記
憶
が
風
化

し
て
き
て
い
る
と
感
じ
、
後
世
に
繋

げ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
資
料
集

の
作
成
に
あ
た
り
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
取
材
を
通
じ
て
、

戦
争
体
験
者
や
戦
没
者
の
遺
族
の

方
た
ち
が
こ
れ
ま
で
引
き
ず
っ
て

き
た
想
い
を
理
解
し
、
平
和
の
尊
さ

に
つ
い
て
自
ら
の
問
題
と
し
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
も
、
取
材
を
通
じ
て
気
付
か

さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。『
平
和

な
空
、
い
い
で
す
ね
』
こ
れ
は
、
葊

瀨
大
尉
と
と
も
に
B
29
に
体
当
り

し
、
奇
跡
的
に
生
還
し
た
加
藤
君
男

さ
ん
の
言
葉
で
す
。
私
は
、
自
由
の

な
い
悲
し
い
青
春
時
代
を
送
っ
た

加
藤
さ
ん
の
平
和
を
強
く
想
う
気

持
ち
が
こ
の
言
葉
か
ら
伝
わ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
私
は
何
気
な
い
日
常

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
平
和
の
尊

さ
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

平
和
を
考
え
る
と
は
、ま
ず
『
生
』

に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
人
を
大
切
に

す
る
心
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
平
和
の
尊
さ
を

考
え
、
だ
れ
も
が
大
切
に
さ
れ
、
と

も
に
支
え
合
う
温
か
い
社
会
を
作

れ
た
ら
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《特集》屠
と り ゅ う

龍  〜 つなげる想い 〜

戦
争
の
事
実
を
伝
え
繋
げ
る

当時を知る方は、たしかに少なくなってきている。一方、この事実を受け
止め、後世に伝え、繋げようとしている方がいる。
屠
とりゅう
龍体当たりの事実や戦争の悲惨さを後世に伝え続ける 3人の方に話を聞

いた。

伝承者①

岡
お か べ ひ ら か ず

部平和さん（60 歳）
上野原地区
profile
旧西原中学校の校長だった岡部
さん。校長時代、生徒と屠

とりゅう
龍体

当たりの事実を調査・研究した。
調査内容は『西原と太平洋戦争』
にまとめるなど、戦争の事実を
伝え続ける。

伝承者②

長
お さ だ よ し ひ ろ

田義廣さん（62 歳）
西原地区飯尾
profile
西原地区の遺族会会長を務める
長田さん。『戦争のない時代だ
からこそ、昔の事実を伝え繋げ
ていく必要がある』と話す。

の
汚
れ
を
落
と
し
た
り
、
草
刈
り
な

ど
を
し
て
、
葊
瀨
大
尉
の
供
養
を
行

っ
て
い
ま
す
。

今
は
、
戦
争
の
な
い
平
和
な
時

代
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
私

た
ち
が
何
気
な
く
送
る
こ
と
が
で

き
る
日
常
は
、
68
年
前
の
多
く
の
犠

牲
の
う
え
に
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

私
た
ち
西
原
地
区
遺
族
会
は
、
葊

瀨
大
尉
を
は
じ
め
、
戦
没
者
の
遺
族

た
ち
の
想
い
を
大
切
に
し
、
こ
れ
か

ら
も
「
葊
瀨
大
尉
戦
死
地
の
碑
」
と

「
由
緒
碑
」
ま
た
西
原
地
区
の
戦
没

者
を
ま
つ
る
招
魂
社
を
守
り
続
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

十
じゅうびし

菱 駿
しゅんぶ

武先生（68 歳）
山梨学院大学客員教授
profile
戦争遺跡を調査・研究する十菱
先生。『平和とは、座して得ら
れるものでなく、取り組んでい
くもの』と話す。

　戦争遺物
過去の戦争で使用された武

器や道具などは、後世に戦争の悲
惨さを伝える貴重なものです。この

ようなものを戦争遺物（戦争資料）と
いいます。屠

とりゅう

龍が B29 に体当たりし
た際の破片や爆弾などが今も残っ

ています。その一部を紹介し
ます。

屠
とりゅう

龍の機体の一部
墜落した屠

とりゅう

龍の機体の一部（西原地区招魂社に
保管）

緊急合図鏡
墜落した B29 の救命用ボート
に装備されていたと思われる緊
急合図鏡（降矢量男さん所有）

水筒袋
米軍が使用していた
水筒などを入れる袋

（降矢量男さん所有）

250kg 爆弾
B29 に搭載されていた 250㎏爆弾。
落下後、日本軍が不発弾の処理を行った
という。（旧西原小学校内に保管）

伝

B29 の機体の一部
屠
とりゅう

龍の破片とは比べ物にならないくらい薄くて軽いジェラル
ミンなどでできた B29 の機体の一部（写真右）（西原地区
招魂社に保管）と破片（写真左）（山梨遺跡ネット保管）
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鎖

連4　想いを繋げる
想いは、人の生が受け継がれるのと同じく、繋がっていく。68年前の葊瀨大
尉の想いも、確実に妹のあいさんとちかさんに受け継がれている。
一人ひとりが平和を願い、取り組み、その想いを繋げていく。
それが、穏やかな日常へと繋がる一歩となる。

葊瀨治大尉の妹あいさんは、昭和 21 年 4 月に西原地
区を訪れ、墜落地の無惨な様子を見ている。あいさん
は、その様子から戦争の悲惨さを強く感じた。終戦後、
あいさんは、兄が遺書に託した想いを受け継ぎ、厳し
い生活のなか父母を支え、必死に生きてきた。今では、
生まれ育った茨城県真壁郡大和村（現桜川市）で子ど
もや孫たちと穏やかな日常を過ごしている。

次
代
に
繋
げ
る

遺
書
に
書
か
れ
た
『
最
後
の
御

願
い
』。
葊
瀨
大
尉
の
遺
書
に
込
め

ら
れ
た
想
い
は
、
妹
あ
い
さ
ん
に

伝
わ
り
、
そ
し
て
穏
や
か
な
日
常

を
送
る
今
へ
と
繋
が
る
。

葊
瀨
大
尉
は
、
出
撃
前
、
戦
死

す
る
仲
間
の
話
を
聞
く
た
び
に
、

自
ら
の
死
を
感
じ
て
い
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
死
を
思

う
か
ら
こ
そ
生
が
尊
く
、
命
に
限

り
が
あ
る
と
知
っ
た
か
ら
こ
そ
、

生
き
る
こ
と
に
価
値
が
あ
る
と
感

じ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

だ
か
ら
こ
そ
葊
瀨
大
尉
は
、
生

き
て
家
族
を
守
る
こ
と
が
で
き
な

い
無
念
さ
を
遺
書
に
記
し
た
の
だ

ろ
う
。

一
方
、
妹
の
あ
い
さ
ん
は
、

B
29
や
屠と
り
ゅ
う龍

墜
落
地
の
無
惨
な
様

子
を
見
て
『
あ
れ
を
見
る
と
、
兄

が
可
哀
想
だ
と
思
う
ほ
か
に
、
将

来
私
た
ち
の
子
ど
も
は
、
絶
対
に

戦
場
に
や
り
た
く
な
い
』
と
話
し

て
い
る
。

き
っ
と
、
あ
い
さ
ん
の
子
ど
も

を
想
う
気
持
ち
は
、
今
の
時
代
も

同
じ
だ
と
思
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、

今
を
生
き
る
私
た
ち
は
、
当
時
の

事
実
に
想
い
を
は
せ
、
そ
の
想
い

を
次
代
に
繋
げ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
そ
れ
が
、
平
和
へ
の
一
歩
と

な
る
の
だ
と
思
う
。

　

己
に
覚
悟
を
定
め
あ
る
も
の
と

思
う
が
、
男
は
こ
の
世
に
い
な
い

と
思
っ
て
く
れ
。
一
家
の
主
は
あ

い
子
に
な
る
時
が
な
き
に
し
も
あ

ら
ず
。
大
分
長
い
間
世
話
に
な
っ

た
こ
と
を
幾
重
に
も
お
礼
申
し
上

げ
、
俺
が
な
ん
の
役
に
も
立
た
な

か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。

　

あ
い
子
、
ち
か
子
よ
、
本
当
に

御
苦
労
だ
。
長
い
我
慢
で
は
な
い

も
う
少
し
の
辛
抱
で
す
。
最
後
ま

で
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

　

父
母
上
も
孫
の
顔
を
見
ず
あ
の

世
に
行
っ
て
し
ま
う
か
も
知
れ
な

い
。
親
孝
行
の
で
き
な
か
っ
た
の

が
、 

か
え
す
が
え
す
も
残
念　

せ

い
ぜ
い
あ
い
子
が
孝
行
し
て
く
れ

最
後
の
御
願
い
で
す
。

幾
多
の
想
い
が

　
　
平
和
へ
と
繋
が
る

葊瀨治大尉の妹あいさんとちかさんに宛てた「遺書」より　（原文抜粋 ）
（葊瀨大尉は、妹のあいさんとちかさんをあい子、ちか子と呼んでいました）

「葊瀨治大尉戦死地の碑」（右）と「由緒碑」（左）

平
和
へ
の
取
り
組
み

平
和
は
、
何
も
し
な
い
で
得
ら

れ
る
も
の
で
は
な
い
。
取
り
組
ん

で
得
て
い
く
も
の
だ
。

2
か
月
前
、
み
な
さ
ん
に
呼
び

か
け
た
折
鶴
の
募
集
。
集
ま
っ
た

折
鶴
は
約
3
万
羽
に
も
の
ぼ
っ
た
。

み
な
さ
ん
の
折
鶴
に
込
め
た
想
い

と
行
動
は
、
一
つ
ひ
と
つ
繋
が
り

平
和
へ
の
連
鎖
と
な
る
。

ま
た
、
重
要
な
こ
と
が
一
つ
あ

る
。そ
れ
は
、戦
争
の
事
実
か
ら『
命

の
尊
さ
』
を
考
え
『
生
き
る
』
こ

と
を
学
ぶ
。
そ
し
て
、
他
者
を
理

解
し
思
い
や
る
心
を
育
む
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
だ
れ
も
が
大
切
に
さ

れ
、
と
も
に
生
き
る
共
生
社
会
へ

と
繋
が
る
。

一
人
ひ
と
り
が
こ
の
取
り
組
み

を
実
践
し
、
行
動
に
移
す
こ
と
が
、

穏
や
か
で
安
定
し
た
日
常
を
送
る

一
つ
の
方
法
と
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

先
の
大
戦
か
ら
68
年
目
を
迎
え

る
今
年
の
夏
。
み
な
さ
ん
も
戦
争

の
事
実
を
知
り
、
で
き
る
こ
と
か

ら
平
和
へ
の
取
り
組
み
を
は
じ
め

て
み
よ
う
。

大
切
な
家
族
や
友
人
と
穏
や
か

な
日
常
を
送
り
続
け
る
た
め
に
。

《
特
集
》

屠と
り
ゅ
う龍 

〜
つ
な
げ
る
想
い
〜　
完

。

千羽鶴の製作に協力していただいたみなさん

。
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避
難
所
の
見
直
し

避
難
所
の
見
直
し
に
よ
り
、
耐

震
問
題
や
土
砂
災
害
の
お
そ
れ
の

あ
る
避
難
所
12
か
所
を
除
外
し
、

新
た
に
５
か
所
（
大
目
出
張
所
、

甲
東
出
張
所
、ふ
る
さ
と
長
寿
館
、

西
原
出
張
所
、
無
生
野
集
会
所
）

を
指
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
避
難
所
の
用
途
を
大
災

害
時
長
期
避
難
所
と
、
風
水
害
時

一
時
避
難
所
の
２
つ
に
分
け
ま
し

た
。
前
者
は
、
地
震
な
ど
の
大
規

模
な
災
害
に
よ
り
家
屋
が
倒
壊

し
、
避
難
生
活
が
長
期
に
及
ぶ
場

合
に
避
難
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

後
者
は
、
台
風
等
の
接
近
に
よ
り

市
民
に
避
難
勧
告
等
を
発
令
し
た

時
に
避
難
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

各
施
設
ご
と
の
用
途
を
下
の
表

避
難
所
の
見
直
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
行
い
ま
し
た

健康づくりプログラム   元気いきいき教室参加者募集

第 28 回国民文化祭・やまなし 2013

『長寿食体験ツアー』参加者募集
《
西
原
体
験
ツ
ア
ー
》

◎
日
程　
8
月
29
日
（
木
）
～
30

日
（
金
）、
９
月
14
日
（
土
）

～
15
日
（
日
）、10
月
26
日
（
土
）

～
27
日
（
日
）

※
日
帰
り
プ
ラ
ン
も
あ
り
ま
す
。

◎
参
加
費　
9
5
0
0
円（
宿
泊
）

2
5
0
0
円
（
日
帰
り
）

◎
体
験
先　
羽
置
の
里
び
り
ゅ
う

館
他

◎
宿
泊
先　
三
頭
山
荘

◎
内
容　
①
そ
ば
打
ち
体
験
、
②

月
別
オ
プ
シ
ョ
ン
体
験
（
８
月
夏

野
菜
の
収
穫
、
９
月
中
川
さ
ん

ち
の
雑
穀
教
室
、
10
月
古
民
家

で
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
伝
統
食
作
り
）

《
棡
原
体
験
宿
泊
ツ
ア
ー
》

◎
日
程　
10
月
19
日
（
土
）
～
20

日
（
日
）

◎
参
加
費　
9
5
0
0
円（
宿
泊
）

◎
体
験
先　
ふ
る
さ
と
長
寿
館
他

◎
宿
泊
先　
長
明
園

◎
内
容　
①
せ
い
だ
の
た
ま
じ
作

り
体
験
、
②
棡
原
の
歴
史
・
文

化
に
触
れ
る
散
策
コ
ー
ス
他

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
公
益

社
団
法
人
や
ま
な
し
観
光
推
進

機
構
（
☎
０
５
５

−

２
３
１

−

２
２
３
０
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
お
申

し
込
み
は
「
い
い
旅
や
ま
な
し

ナ
ビ
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

《
対
象
者
》

要
介
護
等
認
定
を
受
け
て
い
な

い
65
歳
以
上
の
方
で
、
膝
や
腰
の

痛
み
が
あ
っ
た
り
、
下
肢
は
弱
く

な
っ
て
い
る
が
、
主
治
医
か
ら
運

動
し
て
も
大
丈
夫
と
許
可
を
受
け

て
い
る
方

《
開
催
内
容
》

①
室
内
運
動
コ
ー
ス

　
主
に
、
椅
子
体
操
を
中
心
に
さ

ま
ざ
ま
な
運
動
を
行
い
、
日
常

動
作
に
必
要
な
筋
力
や
バ
ラ
ン

ス
力
な
ど
を
養
い
ま
す
。
膝
痛

予
防
、
腰
痛
予
防
、
転
倒
予
防

に
つ
な
げ
ま
す
。

②
プ
ー
ル
運
動
コ
ー
ス

　
水
の
特
性
で
あ
る
浮
力
・
抵
抗

力
・
水
圧
に
よ
り
、
膝
や
腰
へ

の
負
担
が
軽
く
な
っ
た
状
態
で

さ
ま
ざ
ま
な
運
動
を
行
い
、
全

身
の
バ
ラ
ン
ス
力
や
筋
力
の
維

持
向
上
を
図
り
ま
す
。

③
室
内
&
プ
ー
ル
運
動
コ
ー
ス

　
プ
ー
ル
と
室
内
の
運
動
で
、
日

常
生
活
に
必
要
な
筋
力
や
バ
ラ

ン
ス
力
を
養
う
運
動
を
行
い
、

膝
痛
予
防
、
腰
痛
予
防
、
転
倒

予
防
に
つ
な
げ
ま
す
。

※
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
家
用

車
ま
た
は
秋
山
温
泉
無
料
定
期

バ
ス
を
利
用
く
だ
さ
い
。

※
原
則
、週
1
回
3
か
月
間
（
計

10
～
12
回
）
教
室
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※
介
護
予
防
を
重
点
的
に
行
う
必

要
の
あ
る
方
を
優
先
し
ま
す
。

ま
た
、
申
込
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
方
法　
長
寿
健
康
課
高
齢

者
介
護
担
当
ま
た
は
秋
山
支

所
・
各
出
張
所
に
『
元
気
い
き

い
き
教
室
』
利
用
申
請
書
が
あ

り
ま
す
。印
鑑
を
持
参
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

8
月
16
日（
金
）

午
後
5
時
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
62

−

3
1
2
8
）

市
で
は
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
に
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で

い
き
い
き
と
生
活
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
『
元
気
い
き
い
き

教
室
』
を
開
催
し
ま
す
。

コース名 日程 実施時間・場所 定員 参加料
室内運動コース

（火曜日）12 回
9/3 〜
11/19

午前 11 時〜午後 1 時

秋山温泉

各コース

15 名

1 回 200 円

昼食代 500 円

※新規参加者

のみ参加初日

に保険料とし

て 1,000 円徴

収します。

室内＆プール運動
コース（月曜日）10 回

9/2 〜
12/2

プール運動

コース

水曜
（12 回）

9/4 〜
11/20

木曜
（12 回）

9/5 〜
11/21

金曜
（12 回）

9/6 〜
11/22

の
と
お
り
掲
載
し
ま
し
た
の
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
風
水
害
時
一
時
避
難
所

へ
の
避
難
の
際
は
、
食
料
、
水
、

場
合
に
よ
っ
て
は
寝
具
等
を
持

参
し
て
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
行
政
防

災
担
当（
☎
62

−

3
1
1
7
）

市
で
は
、
こ
の
た
び
耐
震
に
問
題
の
あ
る
避
難
所

や
土
砂
災
害
の
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
渓
流
や
斜
面

の
付
近
に
あ
る
避
難
所
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

No 施設名 地区等 大災害時
長期

風水害時
一時

１ 旧 大 目 小 学 校 体 育 館 大目 ○ ×
２ 旧 平 和 中 学 校 体 育 館 大目・甲東 ○ ○
３ 大 目 出 張 所 大目 × ○
４ 上野原西小学校和見分校 甲東（和見） × ○
５ 甲 東 出 張 所 甲東 × ○
６ 旧 沢 松 小 学 校 体 育 館 巌（沢松） ○ ○
７ 上野原西小学校体育館 巌（コモア） ○ ○
８ 上野原西中学校体育館 巌 ○ ○
９ 旧 大 鶴 小 学 校 体 育 館 大鶴 ○ ○
10 島 田 小 学 校 体 育 館 島田 ○ ○
11 島 田 中 学 校 体 育 館 島田 ○ ×
12 上 野 原 小 学 校 体 育 館 上野原 ○ ○
13 上 野 原 中 学 校 体 育 館 上野原 ○ ×
※№ 11 は、帰宅困難者対策施設とします。

No 施設名 地区等 大災害時
長期

風水害時
一時

14 上野原市文化ホール 上野原 ○ ○
15 上 野 原 高 校 体 育 館 巌（沢松） ○ ×
16 日大明誠高校体育館 上野原 ○ ×
17 旧棡原小学校体育館 棡原 ○ ×
18 旧棡原中学校体育館 棡原 ○ ×
19 ふ る さ と 長 寿 館 棡原 × ○
20 旧西原小学校体育館 西原 ○ ×
21 西 原 出 張 所 西原 × ○
22 秋 山 小 学 校 体 育 館 秋山 ○ ○
23 秋 山 中 学 校 体 育 館 秋山 ○ ×
24 旧浜沢小学校体育館 秋山 ○ ×
25 無 生 野 集 会 所 秋山 × ○
26 旧桜井小学校体育館 秋山 ○ ○

◇◇◇◇◇◇◇◇　上野原市総合防災訓練　◇◇◇◇◇◇◇◇
《1 日目》8 月 24 日（土）　
◎場所　市役所センタープラザ・もみじホール
◎内容　①各種体験コーナー（午後 1 時〜 3 時）

　　　　起震車による地震体験、ＡＥＤ取扱い体験等
　　　②防災講演会（午後 3 時〜 5 時）
　　　　演題『東日本大震災、女の視点・男の視点
　　　　　　　〜大切な人と生き抜くために〜』
　　　　講師　秦  好子さん
　　　③防災グッズ展示（午後 1 時〜 3 時）
　　　　自助・共助に必要な商品の展示・販売

《2 日目》8 月 25 日（日）　
午前 8 時 30 分に防災無線からサイレンの吹鳴と避難

開始の放送をしますので、家庭内での安全・防災対策や
近所の安全確認等をするとともに、各地区において実施
される訓練に参加してください。
◎主会場　甲東地区

主会場では、避難所設置運営訓練を中心に行います。
また、主会場以外の地区においても、それぞれ地域の

実情に合わせて訓練が行われます。
●問い合わせ　総務課行政防災担当（☎ 62−3117）

昨年度の避難所設置運営訓練の様子
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「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と

の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
」
は
、
市
長
が

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
地
域
の
身

近
な
課
題
や
提
言
等
を
直
接
お
伺

い
し
、
お
答
え
す
る
も
の
で
す
。

●
日
時　

8
月
27
日（
火
）午
前
9

時
〜
11
時

※
毎
月
1
回
、
2
時
間
を
目
安
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

●
方
法　

1
人
ま
た
は
1
組（
5
人

程
度
）を
対
象
と
し
て
、
対
話
時

間
は
お
お
む
ね
20
分
間
で
す
。

●
場
所　

市
長
室

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

企
画

課
政
策
推
進
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
8　

F
A
X
62

−

5
3
3
3
）

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.uenohara.lg.jp

「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
」

東
京
都
狛
江
市
・
小
菅
村
と

災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結

《
要
望
》

福
島
原
発
の
被
害
に
遭
っ
た
方

（
特
に
女
性
と
子
供
）
を
、
保
養

キ
ャ
ン
プ
等
で
受
け
入
れ
て
欲
し

い
で
す
。

個
人
で
は
限
界
が
あ
る
の
で
、

市
で
受
け
入
れ
を
検
討
し
て
も
ら

い
た
い
で
す
。

《
回
答
》

お
手
紙
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。福

島
原
発
の
被
害
者
の
受
け
入

れ
に
つ
い
て
で
す
が
、
市
で
は
東

日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
宮
城
県

気
仙
沼
市
を
支
援
し
て
お
り
、
昨

年
の
８
月
に
気
仙
沼
市
立
小
原
木

中
学
校
と
条
南
中
学
校
の
生
徒
を

山
梨
県
立
ゆ
ず
り
は
ら
青
少
年
自

然
の
里
に
招
き
、
自
然
を
利
用
し

た
野
外
体
験
活
動
や
富
士
山
周
辺

の
観
光
、
鶴
島
地
区
の
和
太
鼓
グ

ル
ー
プ
「
翔
鶴
」
や
上
野
原
中
学

校
生
徒
と
の
交
流
会
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
今
年
も
ま
た
、
気
仙
沼

福
島
原
発
被
害
者
の

受
け
入
れ

市
の
中
学
生
を
招
い
て
交
流
を
行

う
予
定
で
す
。

福
島
原
発
の
被
災
者
の
受
け
入

れ
は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
現

状
と
し
て
は
、
気
仙
沼
市
の
支
援

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

7
月
12
日
（
金
）、
市
役
所
会

議
室
D
で
、
災
害
時
に
お
け
る
相

互
応
援
協
定
の
締
結
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
と
東
京
都
狛
江
市
、

小
菅
村
の
2
市
1
村
が
災
害
時
に

被
災
し
た
自
治
体
に
対
し
て
、
被

災
者
の
救
出
、
食
料
、
飲
料
水
の

提
供
、
被
災
者
の
一
時
収
容
の
た

め
の
施
設
の
提
供
な
ど
を
応
援
内

容
に
定
め
た
協
定
で
す
。

江
口
市
長
は
、『
災
害
時
は
も
と

よ
り
、
平
時
か
ら
担
当
部
署
間
で

の
連
携
を
深
め
、
い
ざ
と
い
う
時

に
備
え
て
い
き
た
い
』
と
話
し
、
狛

江
市
の
高
橋
都
彦
市
長
と
小
菅
村

の
舩
木
直
美
村
長
と
手
を
た
ず
さ

え
、
相
互
応
援
を
約
束
し
ま
し
た
。

狛
江
市　
東
京
都
の
多
摩
川
中
流

に
位
置
し
、
市
役
所
を
中
心
に

半
径
約
2
㎞
の
円
内
に
収
ま
る

人
口
7
7
3
3
4
人
（
7
月

1
日
現
在
）
の
自
治
体

小
菅
村　
東
京
都
に
隣
接
し
、
東

京
都
水
源
林
を
有
す
る
自
然
豊

か
な
人
口
7
4
8
人
（
5
月

末
現
在
）
の
自
治
体

『
災
害
時
に
お
け
る
物
資
や
人
的
支
援
で
相
互
応

援
し
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
』

東
日
本
大
震
災
に
と
も
な
い
福

島
原
子
力
発
電
所
も
大
き
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
被
害
に
よ

り
高
濃
度
の
放
射
性
物
質
が
大
気

中
に
拡
散
さ
れ
、
多
く
の
近
隣
住

民
が
こ
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

住
民
の
中
に
は
、
避
難
を
強
い
ら

れ
、
今
後
、
放
射
能
の
影
響
に
よ

り
何
十
年
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の

間
、
故
郷
に
帰
る
こ
と
が
で
き
な

い
状
態
が
続
く
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
今
後
は
被
爆
に
よ

る
後
遺
症
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

被
爆
と
い
え
ば
、
昭
和
20
年
8

月
6
日
に
広
島
に
、
9
日
に
は
、

長
崎
に
世
界
で
初
め
て
原
子
爆
弾

が
投
下
さ
れ
ま
し
た
。
両
市
の
中

心
市
街
地
は
ほ
ぼ
全
滅
し
、
多
く

の
方
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
68
年
目
を
迎
え
る
現
在
も
、

多
く
の
被
爆
者
が
そ
の
後
遺
症
に

苦
し
み
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま

す
。私

た
ち
は
、
こ
の
現
実
か
ら
、

核
兵
器
が
人
類
に
と
っ
て
い
か
に

残
虐
な
兵
器
で
あ
る
か
を
全
世
界

に
発
信
し
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。市

で
は
、
平
成
18
年
に
『
核
兵

器
廃
絶
平
和
都
市
』
を
宣
言
し
ま

し
た
。
ま
た
、
今
月
号
の
広
報
に

は
、
平
和
を
テ
ー
マ
に
し
た
特
集

記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

記
事
を
読
ん
で
い
た
だ
き
、
核
兵

器
廃
絶
平
和
都
市
へ
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

『もしもしこちら市長室！！』〜市長と市民のホットライン〜

らちこ
しもし

も 市長室！！市長室！！
Ｈｏｔ　ｌｉｎｅ〜市長と市民のホットライン〜

市
民
の
み
な
さ
ん
と

　
　
　
　

市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク

あ
る
日
の
市
長

市
長
の
ち
ょ
っ
と

ひ
と
言

№ 41

市
長
へ
の
手
紙

▲過去の市民のみなさんと市長とのふれ愛トーク
の様子

※このふれ愛トークには、これまで多くの方が参
加し、さまざまな提言をいただいています。

　安心して住むことのできる上野原市を目指して、
みなさんからの多くの意見をお待ちしています。
気軽にお申し込みください。

相互応援を約束し、市長、村長と手をたずさえる江口市長
左から、狛江市の高橋市長、江口市長、小菅村の舩木村長
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集
団
健
診

４
月
の
特
定(

基
本)

健
診

受
診
者
は
9
5
4
人(

男
性

4
4
8
人
、
女
性
5
0
6
人
）

で
、
年
代
別
に
み
る
と
60
代
の

受
診
者
が
3
3
9
人(

35
・

5
%)

と
一
番
多
く
、
30
代
が

42
人(

4

・

4
%)

、
40
代
が
37

人(
3
・
9
%)

と
、
若
い
年
代

の
受
診
者
が
少
な
い
こ
と
が
課

題
と
い
え
ま
す
。

健
診
結
果
を
見
て
み
る
と
、

男
性
受
診
者
の
31
％
、
女
性
受

診
者
の
21
・
5
％
が
肥
満(

Ｂ

Ｍ
Ｉ
値
が
25
以
上)
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
血
圧
と
Ｌ
Ｄ
Ｌ(
悪

玉)

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
検
査

値
で
は
、
受
診
勧
奨
値
の
人
が

全
体
の
32
・
1
％
と
最
も
高
く
、

次
い
で
血
糖
値
の
受
診
勧
奨
値

の
人
は
8
・
6
％
、
予
備
軍
の

人
は
32
・
4
％
で
し
た
。

生
活
習
慣
状
況
の
質
問
項
目

献血のお願い

市では、山梨県赤十字血液センターの協力により
献血を実施します。
◎日　時　8月30日（金）
　　　　　午前9時30分〜正午、午後1時〜3時
◎場　所　市役所センタープラザ
◎対象者　16歳〜69歳の健康な方
※65歳以上の方の献血については、60歳〜64歳

先
月
の
広
報
う
え
の
は
ら
7
月

号
の
「
保
健
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
で
は
、
風
疹
等
の
予
防
接
種

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
し
た
。

今
月
号
は
、
4
月
に
行
っ
た
集
団

健
診
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

で
は
、
よ
く
眠
れ
な
い
と
回
答
し

た
人
が
5
2
5
人(

55
％)

で
半

数
以
上
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

生
活
習
慣
改
善
の
意
思
の
質
問

項
目
で
は
、
食
生
活
を
6
か
月
以

内
に
改
善
し
た
い
と
思
う
人
は

65
・
3
%
、
運
動
習
慣
を
6
か
月

以
内
に
改
善
し
た
い
と
思
う
人
は

41
・
9
％
で
、
健
診
を
受
け
て
そ

の
結
果
か
ら
生
活
習
慣
を
改
善
し

よ
う
と
思
う
人
が
多
い
一
方
で
、

意
欲
が
高
か
っ
た
人
も
次
第
に
い

つ
も
の
生
活
習
慣
に
戻
っ
て
し
ま

う
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

今
回
の
、
血
圧
や
Ｌ
Ｄ
Ｌ(

悪

玉)

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
血
糖
値

の
検
査
結
果
か
ら
、
受
診
が
必
要

な
方
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
年
に
一
度
は
健
診
を
受
診
し

て
い
た
だ
き
、
健
診
結
果
を
日
常

の
生
活
改
善
に
ぜ
ひ
役
立
て
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

の間に献血経験がある方に限ります。
※現在妊娠中の方は、献血ができません。
◎持ち物　運転免許証や健康保険証など本人確認で
きるもの、献血カードまたは献血手帳

※初めて献血される方は、当日、献血カードを発行
します。

●問い合わせ　長寿健康課保健担当（☎ 62− 4134）

保健だより ●お問い合せ　長寿健康課保健担当（☎ 62-4134）

伝言板

保健師からのメッセージ　№13
う
え
の
は
ら
　

健
康
家
族

Healthy Life

　がん検診無料クーポン券が届いた方で、まだ検診を
受けていない方は、市の集団検診および委託医療機関
で検診を受けましょう。

　広報4月号に折り込んだ『保健事業のご案内』に掲
載している日程を変更します。なお、2歳児健診につ
いては、すべて午後の実施に変更します。

◎対 象 者 　 市内に住民登録があり、検診当日に
	 	 　40歳以上の女性
◎自己負担金	 	1,200円
◎内 容 	 マンモグラフィ2方向検査
◎医療機関 　 上野原市立病院
◎日 時 　 毎週月・水・金曜日　午後2時〜4時
	 	 　30分
◎申 込 み 　 保健担当へ電話でお申し込みください。

◎日 時 　 毎週火曜日・木曜日（祝日除く）
	 午前9：00〜11：００
◎持 ち 物 　 印鑑
◎場 所 　 保健センター（勤労青少年ホーム）
※日時等で都合のつかない方は、保健担当へお問い
　合わせください。

※詳細については、該当児にお知らせを郵送します。

　「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気にな
る」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大変」など
の悩み事に対し心理相談員、保健師が相談を受けます。
◎日 時 　 9月9日（月）予約制となります。
◎対 象 　 市内在住の就学前の子と保護者
◎申 込 み 　 保健担当へ電話でお申し込みください。

◎対 象 者 　 市内に住民登録があり、平成26年4月		
	 1日までに次の年齢になる方

　 40・45・50・55・60・65歳
◎検 診 料 　 800円
◎医療機関 　 山梨県歯科医師会加盟の歯科医院
◎申 込 み	 保健担当へ電話でお申し込みくださ
　　　　　		 い。

◎対 象 者 　 市内に住民登録があり、検診当日に	
	 40歳以上の女性
◎検 診 料 　 700円
◎内 容 　 医師の診察（問診）・骨塩定量検査
◎検 診 日 　 8月20日（火）、9月17日（火）
※毎月第3火曜日（午後）の実施となります。
◎医療機関 　 上野原市立病院
◎申 込 み 　 直接、上野原市立病院にお申し込み　　
	 ください。（☎ 62-5121）
◎受付時間 　 午後 1時〜 5時（土・日・祝日除く）
※市の集団検診との重複受診はできません。

★母子健康手帳交付・妊婦相談日

★乳幼児すこやか発達相談

★骨粗しょう症検診

★乳幼児健診（8/1〜 9/10の予定）

★がん検診推進事業

★歯周疾患検診

実施日 該当児

4か月児 8月9日（金）平成25年 3月 1日〜 31日生
9月6日（金）平成25年 4月 1日〜 30日生

9か月児 8月9日（金）平成24年10月1日〜31日生
9月6日（金）平成24年11月1日〜30日生

1歳6か月児 8月7日（水）平成23年 12月 17日　　〜平成24年 1月 31日生

★幼児健診の日程変更

対象者 健診の種類
変更前の
日程

変更後の
日程

H24 年 3月 16日
〜4月15日生

1歳6か月児 10月24日
（木） 11月1日

（金）1歳6か月児
歯 科 健 診

10月17日
（木）

H24 年 4月 16日
〜5月31日生

1歳6か月児 12月5日
（木） 12月3日

（火）1歳6か月児
歯 科 健 診

10月17日
（木）

H24 年 6 月 1 日
〜7月15日生

1歳6か月児
歯 科 健 診 平成26年

1月16日
（木）

平成26年
1月21日
（火）

H24 年 7月 16日
〜8月31日生

1歳6か月児
歯 科 健 診

平成26年
3月7日
（金）

H22 年 9 月 1 日
〜10月15日生

3 歳 児
歯 科 健 診 10月17日

（木）

10月30日
（水）

H22年10月16日
〜11月30日生

3 歳 児
歯 科 健 診

12月9日
（月）

H22 年 12 月 1日
〜31日生

3 歳 児
歯 科 健 診 平成26年

1月16日
（木）

平成26年
1月27日
（月）

H23 年 1 月 1 日
〜2月28日生

3 歳 児
歯 科 健 診

平成26年
3月10日
（月）

※ H25 年 10 月以降の幼児健診は、内科健診と歯科
検診を同日に行います。

★乳がん施設検診
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現
在
、
児
童
扶
養
手
当
（
支
給

停
止
者
等
を
含
む
）・
ひ
と
り
親

家
庭
医
療
費
助
成
金
を
受
給
し
て

い
る
方
は
、「
児
童
扶
養
手
当
現

況
届
」・「
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

受
給
資
格
更
新
申
請
書
」
を
福
祉

課
子
育
て
支
援
担
当
に
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

提
出
が
な
い
と
8
月
分
以
降
の

手
当
等
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
手
当
を
受
け

て
い
な
い
方
で
支
給
要
件
に
該
当

す
る
方
は
、
早
め
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限　

8
月
30
日
（
金
）

※
こ
の
「
現
況
届
」「
申
請
書
」

の
用
紙
は
、
受
給
者
全
員
に
郵

送
し
て
い
ま
す
。

※
提
出
は
、
必
ず
受
給
者
本
人
が

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
支
所
・
各
出
張
所
へ
の
提
出
、
郵

送
に
よ
る
提
出
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
子
育
て

支

援

担

当
（

☎

62

−

3
1
1
5
）

気
象
庁
は
、
重
大
な
災
害
の
起

こ
る
恐
れ
が
著
し
く
大
き
い
場
合

に
特
別
警
報
を
発
表
し
ま
す
。

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
、

た
だ
ち
に
命
を
守
る
行
動
を
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

《
特
別
警
報
と
は
》

　

警
報
の
発
表
基
準
を
は
る
か
に

超
え
る
現
象
に
対
し
て
、
特
別

警
報
を
発
表
し
ま
す
。

《
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
》

　

避
難
所
へ
避
難
す
る
か
、
す
で

に
外
出
す
る
こ
と
が
危
険
な
場

合
は
、
家
の
中
で
安
全
な
場
所

に
留
ま
る
な
ど
身
を
守
る
た
め

に
最
善
を
つ
く
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http
://w

w
w

.jm
a.go.jp

/
jm

a
/

k
is

h
o

u
/

k
n

o
w

/
tokubetsu-keiho/index.
htm

l

●
問
い
合
わ
せ　

気
象
庁
甲
府
地

方
気
象
台
防
災
業
務
課
（
☎

0
5
5

−

2
2
2

−

9
1
0
1
）、
総
務
課
行
政
防

災
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
7
）

農
地
の
売
買
や
賃
借
な
ど
を
す

る
場
合
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
許

可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
8
月
の
申
請
書
提
出
期
限

　

8
月
9
日（
金
）ま
で

※
詳
細
は
、
農
業
委
員
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

上
野
原
市
農
業

委
員
会（
経
済
課
内
☎
62

−

3
1
1
9
）

●
協
力
内
容　

観
光
資
源
の
情
報

発
信
、
関
連
す
る
商
品
開
発
や

販
売
、
清
掃
活
動

※
事
業
協
力
者
は
、「
上
野
原
水

辺
の
風
景
」
の
名
称
の
使
用
と

関
連
写
真
の
使
用
、
与
謝
野
鉄

幹
・
晶
子
の
立
ち
姿
の
イ
メ
ー

ジ
図
の
使
用
が
で
き
ま
す
。

●
募
集
期
限　

8
月
30
日
（
金
）

●
申
請
方
法　

書
面
で
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

※
書
面
の
様
式
は
、
問
い
ま
せ
ん
。

●
事
業
協
力
者
の
公
表　

市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
協
力
者
を
公
表

し
、
協
力
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

経
済
課
商
工
観

光
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
9
）

●
職
種
・
人
員　

警
察
官
A
（
平

成
26
年
4
月
採
用
）
男
性
13
名

程
度　

武
道
指
導
2
名
程
度　

女
性
2
名
程
度
、警
察
官
B
（
平

成
26
年
4
月
採
用
）
男
性
20
名

程
度
、
女
性
2
名
程
度

●
受
付
期
限　

8
月
23
日
（
金
）

※
電
子
申
請
は
、
8
月
16
日
（
金
）
ま
で

●
第
1
次
試
験
日　

9
月
22
日

（
日
）

※
第
2
次
試
験
日
は
、
第
1
次
試

験
合
格
者
に
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

上
野
原
警
察
署

警
務
係
（
☎
62

−

0
1
1
0
）

●
日
時　

8
月
18
日
（
日
）
〜
19

日
（
月
）
午
前
9
時
〜
午
後
4

時
●
場
所　

も
み
じ
ホ
ー
ル
1
階
会

議
室
1

●
主
催　

上
野
原
9
条
の
会

●
後
援　

上
野
原
市
・
上
野
原
市

教
育
委
員
会

●
問
い
合
わ
せ　

上
野
原
9
条
の

会 

沖
田
真
澄
（
☎
66

−

3
5
6
7
）

 

●
日
時　

9
月
14
日（
土
）、
15
日

（
日
）　

午
前
9
時
〜
正
午

●
場
所　

も
み
じ
ホ
ー
ル
1
階
会

議
室
1
、
2
階
会
議
室
2

●
内
容　

上
級
救
命
講
習
（
成
人

お
よ
び
小
児
、
乳
児
の
心
肺
蘇

生
法
、
A
E
D
使
用
法
、
異
物

除
去
法
、
止
血
法
）

※
上
級
救
命
講
習
は
、
二
日
間
の

講
習
と
な
り
ま
す
。

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
定
員　

30
名

●
受
講
資
格　

市
内
居
住
者
ま
た

は
市
内
在
勤
・
在
学
の
中
学
生

以
上
の
方

●
申
込
期
限　

9
月
9
日（
月
）

●
費
用　

無
料

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

消
防

総
務
課
警
防
救
急
担
当（
☎

62

−

4
1
1
1
）

●
日
時　

8
月
11
日
（
日
）
午
後

3
時
〜
9
時

●
場
所　

秋
山
中
学
校
校
庭

※
雨
天
時
は
、
秋
山
中
学
校
体
育

館
●
問
い
合
わ
せ　

秋
山
青
年
会
代

表 

野
崎
（
☎
0
9
0

−

5
8
2
0

−
8
6
1
7
）

●
テ
ー
マ
「
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と

上
野
原
」

●
応
募
規
定
・
応
募
資
格　

・
平
成
23
年
4
月
1
日
以
降
に
市

内
で
撮
影
し
た
も
の

・
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
Ａ
４
サ
イ
ズ

か
ら
四
ツ
切
ま
で
で
合
成
加

工
・
修
整
を
し
て
い
な
い
も
の

で
未
発
表
の
も
の

●
応
募
方
法 

市
教
育
委
員
会
（
上

野
原
市
文
化
協
会
）
に
郵
送
ま

た
は
持
参

●
応
募
先　

〒
4
0
9

−

0
1
9
2　

上
野
原
市
上
野
原

3
8
3
2

●
応
募
期
限　

9
月
30
日
（
月
）

●
応
募
点
数　

一
人
5
点

●
各
賞　
「
一
般
の
部
」
と
「
青

少
年
の
部
」（
小
学
生
〜
高
校

生
）
の
２
部
門
と
し
、
各
部
門

最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
２
点
、

準
優
秀
賞
２
点
、
入
選
５
点
以

内
と
す
る
。

●
問
い
合
わ
せ　

上
野
原
市
文
化

協
会
写
真
部
担
当　

菊
池
（
☎

62

−

3
5
0
1
）

●
日
時　

9
月
13
日（
金
）
午
後

1
時
30
分
〜
4
時
30
分

●
場
所　

市
役
所
1
階
会
議
室
B

（
福
祉
課
横
）

●
相
談
内
容　

①
消
費
生
活
関
連（
架
空
請
求
、

訪
問
販
売
等
の
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
、
多
重
債
務
な
ど
）

②
市
民
生
活
関
連（
土
地
住
宅
、

相
続
な
ど
）

※
相
談
は
1
人
30
分
で
、
相
談
内

容
①
・
②
と
も
に
各
3
人
の
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。
限
ら
れ

た
時
間
で
す
の
で
、
相
談
事
項

を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書
類
等

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
予
約
期
間　

8
月
29
日（
木
）

〜
9
月
11
日（
水
）
先
着
順

●
問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
課
生

活
環
境
担
当（
☎
62

−

3
1
1
4
）

●
日
時　

8
月
10
日(

土)

午
前

9
時
〜
午
後
2
時(

予
定)

●
場
所　

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム　

1
階
調
理
実
習
室

●
定
員　

20
名
（
先
着
順
）

●
参
加
料　

８
０
０
円

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

筆
記
用
具

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
商

工
会
女
性
部 

鈴
木
（
☎
63

−

0
6
3
8
）

今
年
も
次
の
日
程
で
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加

希
望
者
は
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日　

9
月
28
日（
土
）

●
場
所　

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

●
競
技
種
目　

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓

球
、
ク
イ
ズ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

輪
投
げ
、
ペ
タ
ン
ク
等

●
申
込
期
限　

8
月
15
日（
木
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

長
寿

健
康
課
高
齢
者
介
護
担
当
（
☎

62

−

4
1
3
3
）

●
目
的　

遊
休
農
地
、
耕
作
放
棄

地
の
解
消
お
よ
び
農
業
振
興
を

図
る
。

●
採
択
基
準

①
秋
ソ
バ
を
対
象
と
し
ま
す
。

②
他
の
事
業
と
重
複
す
る
場
合
は

対
象
外
と
し
ま
す
。

●
補
助
金
額　

1
ア
ー
ル
当
た
り

3
千
円（
上
限
5
万
円
）

●
申
請
方
法　

作
付
け
後
、
経
済

課
ま
た
は
秋
山
支
所
・
各
出
張

所
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●
申
請
期
限　

8
月
30
日（
金
）必

着
●
問
い
合
わ
せ　

経
済
課
農
村
地

域
づ
く
り
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
9
）

『
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
』

『
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受

給
資
格
更
新
申
請
書
』
の
提
出

無
料
法
律
相
談
の

お
知
ら
せ

上
野
原
水
辺
の
風
景

事
業
協
力
者
の
募
集

8
月
30
日
か
ら

特
別
警
報
が
始
ま
り
ま
す

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

山
梨
県
警
察
官
採
用
試
験

の
お
知
ら
せ

上
野
原
市
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

の
作
品
募
集

ソ
バ
の
作
付
に
奨
励
補
助
金

を
支
給
し
ま
す

第
14
回
秋
山
ふ
る
さ
と
祭
り

い
き
い
き
山
梨
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
2
0
1
3
開
催

応
急
手
当
講
習
会
開
催
の

お
知
ら
せ

『
原
爆
と
人
間
』
パ
ネ
ル
展

開
催
の
お
知
ら
せ

酒
ま
ん
じ
ゅ
う
教
室

参
加
者
募
集

主な問い合わせ先

部署名 電話番号
市役所（代表）（ 6 2 ）3 1 1 1
総 務 課（ 6 2 ）3 1 1 7
企 画 課（ 6 2 ）3 1 1 8
秋 山 支 所（ 5 6 ）2 1 1 1
税 務 課（ 6 2 ）3 1 1 3
市 民 課（ 6 2 ）3 1 1 2
生 活 環 境 課（ 6 2 ）3 1 1 4
福 祉 課（ 6 2 ）3 1 1 5
長 寿 健 康 課（ 6 2 ）4 1 3 3
経 済 課（ 6 2 ）3 1 1 9
建 設 課（ 6 2 ）3 1 2 3
都 市 計 画 課（ 6 2 ）3 1 9 1
会 計 課（ 6 2 ）3 1 1 6
議 会 事 務 局（ 6 2 ）3 3 4 4
学 校 教 育 課（ 6 2 ）3 4 0 8
社 会 教 育 課（ 6 2 ）3 4 0 9
保健センター（ 6 2 ）4 1 3 4
地域包括支援センター（ 6 2 ）3 1 2 8
消 防 本 部（ 6 2 ）4 1 1 1

お掛け間違いのないように
お願いします。

《今月の俳句・短歌・川柳》

募集中

「今月の俳句・短歌・川柳」
を募集します。応募が多数
の場合は、企画課で選考し
掲載します。申込みは、名
前、連絡先、作品、句の解
説等をメールまたは郵便で
お送りください。締切は毎
月 10 日です。
〒 409-0192 上野原市上
野原 3832
企画課政策推進担当　宛
kikaku@city.uenohara.
lｇ. jp

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

H25.8月号saix.indd   16-17 13/07/26   10:09
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●
講
習
日
・
会
場
・
定
員

次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

●
講
習
の
種
別

・
給
油
取
扱
所
講
習　

午
前
9
時

30
分
〜
午
後
0
時
30
分（
受
付

午
前
9
時
〜
9
時
30
分
）

・
そ
の
他
講
習　

午
後
1
時
30
分

〜
4
時
30
分（
受
付
午
後
1
時

〜
1
時
30
分
）

●
受
講
申
請
受
付
期
間　

8
月
19

日（
月
）〜
23
日（
金
）午
前
9
時

〜
正
午
・
午
後
1
時
〜
4
時

●
受
講
申
請
受
付
場
所　

上
野
原

市
消
防
本
部
、（
社
）山
梨
県
危

険
物
安
全
協
会

●
受
講
手
数
料　

4
7
0
0
円

（
山
梨
県
収
入
証
紙
）

※
受
講
申
請
書
は
、
市
消
防
本
部

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

●
実
施
主
体
（
一
社
）山
梨
県
危

険
物
安
全
協
会

●
問
い
合
わ
せ　

消
防
総
務
課
予

防
担
当（
☎
62

−

4
1
1
1
）

《
記
念
す
べ
き
成
人
式
を

　

自
分
た
ち
の
手
で

　
　

運
営
し
て
み
ま
せ
ん
か
》

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
26

年
成
人
式
実
行
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

　

企
画
・
運
営
に
協
力
し
て
い
た

だ
け
る
方
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
申
し
込
む
か
、
社
会
教
育
課

社
会
教
育
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

《
成
人
式
の
日
程
等
》

●
日
時　

平
成
26
年
1
月
12
日

（
日
）
午
前
11
時 

受
付
開
始 

午

前
11
時
30
分　

式
典
開
始

●
会
場　

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
対
象
者　

平
成
5
年
4
月
2
日

か
ら
平
成
6
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方

※
招
待
状
は
送
付
し
ま
せ
ん
の

で
、
該
当
す
る
方
は
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
市
内
に
住
所
が
な
く
て
も
、
当

市
出
身
者
で
あ
れ
ば
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
お
申

し
込
み
は
、「
山
梨
く
ら
し
ネ

ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
」
を
検
索
し
、

「
電
子
申
請
」
の
「
平
成
26
年

上
野
原
市
成
人
式
実
行
委
員
」

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

社
会
教
育
課
社
会
教
育
担
当

（
☎
62

−

3
4
0
9
）

《
平
成
25
年
度
「
道
路
ふ
れ
あ
い

月
間
」代
表
標
語
》ゆ
ず
り
あ
い

せ
ま
い
道
路
も　

広
く
な
る

国
土
交
通
省
で
は
、
毎
年
「
道

路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
と
し
て
、
道

路
を
利
用
し
て
い
る
み
な
さ
ん

に
、
改
め
て
道
路
の
役
割
お
よ
び

重
要
性
を
再
認
識
し
て
も
ら
い
、

道
路
の
正
し
い
利
用
の
啓
発
と
道

路
愛
護
活
動
の
推
進
等
を
図
る
た

め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

道
路
は
、
日
常
の
生
活
に
欠
く

こ
と
が
で
き
な
い
基
本
的
な
公
共

施
設
で
す
が
、
あ
ま
り
に
身
近
な

存
在
の
た
め
、
そ
の
重
要
性
が
見

過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。

8
月
の

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

平
成
26
年
上
野
原
市
成
人
式

実
行
委
員
募
集

平
成
25
年
度
「
危
険
物
取

扱
者
保
安
講
習
」
受
講
案
内

講習日 講習会場 定員

9月24日（火） 山梨県自治会館
（甲府市蓬沢 1-15-35） 200人

9月25日（水） 桃源文化会館
（南アルプス市飯野 2971） 300人

9 月 26 日（木） 富士吉田市民会館
（富士吉田市緑ヶ丘 2-5-23）150人

9月27日（金） 笛吹市スコレーセンター
（笛吹市石和町広瀬 626-1） 150人

そ
こ
で
、
こ
の
月
間
を
機
会
に
、

道
路
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
と

と
も
に
、
道
路
は
常
に
正
し
く
、

美
し
く
、
安
全
に
利
用
し
ま
し
ょ

う
。

●
問
い
合
わ
せ　

建
設
課
道
路
河

川
担
当
（
☎
62

−

3
1
2
3
）

●
日
時　

8
月
7
日（
水
）午
後
6

時
〜
8
時
15
分（
雨
天
翌
日
順

延
）

●
場
所　

三
生
会
病
院
グ
ラ
ウ
ン

ド
●
内
容　

盆
踊
り
、
模
擬
店、
イ

ベ
ン
ト
、
花
火
な
ど

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ　
（
公
社
）
三
生

会
病
院
（
☎
62

−

3
3
5
5
）

●
開
催
日　

10
月
20
日
（
日
）

●
場
所　

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
対
象
者　

市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
個
人
ま
た
は
団
体
の
ア

マ
チ
ュ
ア

●
募
集
内
容　

歌
、
踊
り
、
楽
器

演
奏
、
演
劇
、
朗
読
な
ど

●
発
表
時
間　

20
分
以
内

※
舞
台
セ
ッ
ト
か
ら
撤
収
ま
で

●
参
加
費　

一
人
1
0
0
0
円

●
申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
市
教
育
委

員
会
へ
提
出

※
申
込
書
は
、
市
教
育
委
員
会
窓

口
に
あ
り
ま
す
。

●
申
込
期
限　

8
月
20
日
（
火
）

必
着

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
選
考

の
う
え
代
表
者
に
通
知
し
ま

す
。

※
音
響
、
照
明
等
の
機
材
は
、
備

え
付
け
の
も
の
を
使
用
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
「
上
野
原
み
ん

な
の
発
表
会
」
実
行
委
員
長 

高
橋
茂
（
☎
62

−

4
5
4
6
）

三
生
会
盆
踊
り
大
会

開
催
の
お
知
ら
せ

第
6
回
上
野
原
み
ん
な
の

発
表
会
開
催
の
お
知
ら
せ

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

空間放射線量等測定値報告　　　●問い合わせ　生活環境課生活環境担当（☎ 62-3114）

※市役所敷地内に放射線量を
測定するモニタリングポス
トを設置しています。測定
結果は、市ホームページで確
認することができますので
ご利用ください。

※空間放射線量を測定する測
定器の貸出を行っています。

この測定は、帝京科学大学が進める地域連携推進活動の一環として学生の協力を受けながら行っています。

◆主な市内の空間放射線量測定結果【7 月 11・15 日測定】（単位：μＳｖ／ｈ）
測定場所 1 ｍ 測定場所 1 ｍ 測定場所 1 ｍ

大 野 貯 水 池 0.031 島 田 小 学 校 0.044 諏 訪 神 社 0.044
甲 東 保 育 所 0.062 少 年 野 球 場 0.041 牛 倉 神 社 0.043
旧 巌 出 張 所 0.025 桂 川 球 場 0.005 棡 原 出 張 所 0.044
沢 松 幼 稚 園 0.049 上野原市役所 0.034 西 原 小 学 校 0.079
帝京科学大学 0.046 第 二 保 育 所 0.064 秋 山 保 育 所 0.039
コモアしおつ石の公園 0.033 上野原小学校 0.055 秋 山 小 学 校 0.045
大 鶴 出 張 所 0.049 上野原中学校 0.047

■　人権擁護委員　■

加
かとうあきお

藤昭夫さん
（上野原地区）

佐
さとう

藤　稔
みのる
さん

（島田地区）

上野原地区にお住まいの加藤昭夫さんと島田地区にお住ま
いの佐藤稔さん、秋山地区にお住まいの原田廣秋さんは、7
月 1 日付けで法務大臣から人権擁護委員に委嘱されました。

原
はらだひろあき

田廣秋さん
（秋山地区）

■上野原市監査委員■

6 月 19 日付けで上野原市監査委
員に、清水健二さんが市議会の同意
を得て選任されました。

輝け !!

守
もりや

屋ひかりさん
（日本航空高校 3年）

杉
すぎもと

本りささん
（日本航空高校 1年）

空手女子団体組手と個人組手で奮闘 !!

インターハイ出場決定 !!
　インターハイ県予選が 6 月 15 日（土）・16 日（日）、
山梨県小瀬武道館で行われ、上野原中学校出身で日本
航空高校 3 年の守屋ひかりさんと 1 年の杉本りささん
が、女子団体組手で優勝を果たしました。
　また、守屋さんは、個人組手でも優勝し、両名とも
に８月 6 日（火）〜 9 日（金）、長崎県佐世保市で行わ
れるインターハイの出場権を獲得しました。
　おめでとうございます。

輝け !! うえのはらの星では、スポーツ・文化・芸術などの大会で、県大会優勝、全国大会出場などの一定の基準に該当する優れた成績を収めた
市民または市出身者を紹介しています。掲載を希望される方は、企画課までお問い合わせください。　　企画課政策推進担当　（☎ 62-3118）

清
しみずけんじ

水健二さん
（上野原地区）
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診療時間 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

内 科 
一 般 外 来

午前 
初診予約なし

午前
 予約のみ

清水

反頭
細川

反頭

岡本・村田
石井

小池

反頭・津久井
牛島・清水

村田

清水・津久井
金子

※ 1

岡本・村田
進藤

内科
常勤医師

神 経 内 科 午前 瀧山

小 児 科 午前 非常勤小児
科医師交替 杣津 中根 非常勤小児

科医交替 小林

小児心臓外科 午後 ※ 2

脳 神 経 外 科 午前 長坂 長坂 長坂
山梨大非常
勤医師交替

長坂

外 科 午前 ※ 3 吉田 遠藤 宮部 宮部 宮部
肛 門 外 来 午前 / 午後
胸 部 外 科 午後 冨岡（おしり外科）平良（予約）
皮 膚 科 午前 / 午後 柴垣 川村 岡本
整 形 外 科 午前 笠井 松原 戸島 中島 須田
ペ イ ン 外 来 午後 休診

眼 科 午前 後藤 小倉 ※ 5 大野
（予約）

※6大野
（時間制源）

耳 鼻 咽 喉 科 午前 / 午後 田中 五十嵐
※ 4　泌尿器科 午前 / 午後 8/6・20 8/3・31午前
婦 人 科 午前 / 午後 中島
西 原 診 療 所 午後 ※ 7

秋 山 診 療 所
午前
午後

岡本
岡本

上條 古屋 上條

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

《上野原市立病院　8 月の外来診療のご案内》●問い合わせ市立病院（☎ 62 − 5121）

★肛門外来を始めます。毎週木曜日の午後の診療となります。★ペイン外来は、長嶺先生の都合により、当分の間休診とします。
★泌尿器科は、医局の都合により 7 月末で順天堂大学で派遣医師の診療が終了になります。8 月からは、当院で確保した非常勤医 
　師と内科等当院医師の診療で対応します。診療日がこれまでと大きく異なるのでご注意ください。

●受付時間は、午前 8 時から 11 時 30 分までです。午後の受診がある場合は、午後 2 時から 4 時までです。
●土曜日は内科の診療（常勤内科医が週交替で診療）を午前中に行います。
●※印は、担当医師や受付時間が通常と違いますので、詳しくはお問い合わせください。
　※ 1　第 3、第 5 週は石金医師、第 2，第 4 週は、的野医師が診療を行います。
　※ 2　小児心臓外来は、第 1 木曜日のみ診療を行います。
　※ 3　外科の月曜日の吉田医師は、完全予約制です。
　※ 4　泌尿器科の診療は、診療日の縮小により、予約患者様を優先せざるを得ないため、初診患者様の午前の受付時間は午前１０時　
　　　　まで、午後の受付時間は、午後３時までです（診療日は、8 月 3 日（土）午前、6 日（火）、20 日（火）、31 日（土）午前）。
　※ 5　眼科の木曜日の大野医師は、白内障手術対象の方のため、完全予約制外来です。
　※ 6　眼科の金曜日の大野医師は、午前 10 時 00 分までに受付した患者様の診療となります。
　※ 7　西原診療所は第 1・3 週のみ診療を行います。

有料広告

区　　分 日　　時 場　　所
児 童 巡 回 相 談 8 日（要予約☎ 62-3115）

午前 10：00 〜午後 3：00
もみじホール

3 階和室

児童家庭相談室 毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-1199

母 子 家 庭 相 談 毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-3115

ふれあい福祉相談 毎週木曜日
午前 10：00 〜午後 3：00

市勤労青少年ホーム
相談室☎ 63-3444

定 例 人 権 相 談 9 日・23 日
午前 10：00 〜正午 市役所 1 階会議室 B

区　　分 日　　時 場　　所
市 民 課 日 曜 窓 口 25 日

午前 9：00 〜正午
市民課カウンター 
☎ 62-3112

区　　分 日　　時 場　　所
市税収納・納税相談 25 日

午前 9：00 〜正午
税務課カウンター 
☎ 62-3113

区　　分 日　　時 場　　所
行 政 相 談 所 19 日

午前 10：00 〜正午 市役所 1 階会議室 A

障害者出張相談 18 日（要予約☎ 62 ー 3115）
午後 1：30 〜 4：00 市役所 1 階会議室 B

結 婚 相 談 所 毎週日曜日
午前 10：00 〜午後 3：00

織物工業協同組合
☎ 63-3800

学校カウンセラー
教 育 相 談

毎週火・水・金曜日
（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 4：00

もみじホール相談室
☎ 63-5700
 0120-28-7830

消 費 生 活 相 談 毎週火曜日
午前 8：30 〜午後 5：00

生活環境課生活環境担当
☎ 62-3114

日付 イベント名 場所・時間・問い合わせ

8月10日（土）酒まんじゅう教室
市勤労青少年ホームセ
ンター調理実習室、午
前 9 時〜、市商工会（☎
63-0638）

8月11日（日）秋山ふるさと祭り
秋山中学校校庭、午後
3 時〜、秋山青年会野
崎代表（☎ 090-5820-
8617）

8月14日（水） 音楽の樹
ピアノ発表会

もみじホール、午後 1
時〜
※入場無料

8月15日（木） 小さな音楽会
もみじホール、午後 1
時 30 分〜
※入場無料

日付 イベント名 場所・時間・問い合わせ

8月18日（日）
・19日（月）

『原爆と人間』
パネル展

もみじホール 1 階会議
室、午前 9 時〜午後 4
時、上野原９条の会

（☎ 66-3567）

8月24日（土）
上野原市

総合防災訓練

もみじホール・センター
プラザ、午後 1 時〜
6 時、総務課（☎ 62-
3117）

8月25日（日）
主会場　甲東地区旧平
和中学校、午前 8 時
30 分〜、総務課（☎
62-3117）

市では、子育てプレイルームの開放時間を午後3
時まで延長した日を設け、次のとおり変更しました。

子育てプレイルームの
開放時間を変更しました

『たまひよママのお茶会』に
 参加しよう

コモア　
◎日時　8月はお休み　9月6日（金）　午前10時〜正午
◎場所　コモア内、一丁目集会所　
◎問い合わせ　代表者　森本（☎ 66-4308）

棡　原　
◎日時　8月はお休み　9月20日（金）　午前10時〜正午
◎場所　棡原保育所
◎問い合わせ　代表者　互井（☎ 090-3212-2262）

島　田　
◎日時　8月23日（金）午前10時〜正午
◎場所　島田コミュニティセンター
◎問い合わせ　代表者　佐藤（☎63-1519）

子育て情報館 

上野原市・大月市在住の方は
身分証明書の提示により、300円
の村民料金でご入浴いただけます。

（通常 3 時間 600 円）レンタルタオル等は、別料金です。
●営業時間　午前 10 時〜午後 7 時（受付は 6 時まで）
●定休日　4 月〜 11 月 第 4 金曜日、12 月〜 3 月 毎週金曜日
●問い合わせ　小菅の湯（☎ 0428-87-0888）（住所　小菅村 3445）

多摩源流

小菅の湯
お肌つるつる
美人の湯で
す。腰痛、神
経痛によく効
くよ

8 月のイベント & 相談日

※子育てプレイルームとは、就学前のお子さんとその保
護者を対象に、親子で安心して遊べる場所、保護者の
情報交換の場所を提供する市の事業です。

※初めて利用される方は事前にお申し込みください。
●問い合わせ　福祉課子育て支援担当（☎62−3115）

開催日時

日時

8月 7日（水）、21日（水）
午前9時〜正午
8月 14日（水）、28日（水）、9月 4日（水）
午前9時〜午後３時

場所 もみじホール2階会議室２
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み
な
さ
ー
ん
。
男
女
共
同
参
画

度
チ
ェ
ッ
ク
、
や
っ
て
い
た
だ
け

ま
し
た
か
？
え
っ
、
な
に
そ
れ
？　

あ
っ
、
ま
だ
だ
っ
た
・
・
・
と
い

う
方
、
６
月
号
の
「
広
報
う
え
の

は
ら
」
の
７
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ

さ
い
！
そ
ち
ら
に
チ
ェ
ッ
ク
項
目

が
載
っ
て
い
ま
す
。

6
月
は
国
で
推
進
し
て
い
る
男

女
共
同
参
画
推
進
月
間(

今
年
は

6
月
23
日
～
29
日
が
推
進
週
間
）

で
し
た
。

私
た
ち
推
進
委
員
会
は
、
こ
の

参
画
度
チ
ェ
ッ
ク
が
載
っ
て
い
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
つ
く
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
Ｊ
Ｒ
上
野
原
駅
で

6
月
18
日
の
朝
6
時
30
分
か
ら
通

勤
通
学
の
方
に
2
0
0
部
、
６

月
19
日
の
午
前
９
時
か
ら
は

4
5
0
部
を
手
渡
し
ま
し
た
。
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
手
に
し
た
方
は
、

電
車
の
中
で
ゆ
っ
く
り
見
よ

う
・
・
・
と
い
う
感
じ
で
し
げ
し

げ
と
見
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
だ
お
持
ち
で
な
い
方
は
、

市
役
所
2
階
の
総
務
課
行
政
防

災
担
当
に
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
手
に

取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

(

推
進
委
員　
石
井
京
子)

問い合わせ　

総務課行政防災担当（☎
62-3117）（上野原市男女
共同参画推進委員会）

婚

姻

一
般
書

◇
『
手
の
中
の
天
秤
』

　

桂
望
実
／
著	

P
H
P
研
究
所

　
　
執
行
猶
予
付
き
の
判
決
が
出

た
と
き
、
も
し
被
害
者
や
遺
族

が
加
害
者
を
刑
務
所
に
入
れ
る

権
利
を
持
っ
た
ら
・
・
・
。

児
童
書

◆
『
は
れ
た
ま
た
ま
こ
ぶ
た
』

　

矢
玉
四
郎
／
作
・
絵　
岩
崎
書
店

絵
本

○
『
ウ
リ
オ
』

　

長
谷
川
義
史
／
絵　
室
井
滋

			

/
文　
世
界
文
化
社

《
開
館
時
間
》　

●
水
・
金
・
土
・
日　
午
前
9
時

　
30
分
～
午
後
5
時

●
火
・
木　
午
前
9
時
30
分
～
午

　
後
7
時

《
閉
館
日
》

　

毎
週
月
曜
日
、
第
4
金
曜
日

大
鶴
地
区

和
智
直
人=

若
林
希

島
田
地
区

平
本
亮=
庄
司
亜
衣

上
野
原
地
区

中
島
大
貴=

長
田
朋
子

山
口
圭
亮=

中
村
友
紀

甲
東
地
区

和
智
庄
平
（
英
機
）、
安
藤
博
夫

（
朗
）

巌
地
区

中
尾
直
幹
（
智
子
）

島
田
地
区

加
藤
清
隆
（
信
明
）

上
野
原
地
区

長
谷
部
秀
雄
（
好
子
）、
加
藤
秀
子

（
宗
德
）、
小
俣
勝
義
（
信
子
）、

渡
部
綾
子
（
一
雄
）、
上
條
蘭
子

（
由
江
）、
小
山
仁
（
泰
子
）

棡
原
地
区

圡
屋
巳
知
子
（
圡
屋
力
）、
古
家

智
昭
（
智
喜
）、水
越
利
子
（
惠
記
）

巌
地
区

鈴
木
颯そ
う
た太
（
一
臣
）、
和
智
ひ
な
た

（
博
）

島
田
地
区

萩
原
怜り
ょ
う（
裕
樹
）

上
野
原
地
区

降
矢
郁い
く
（
富
三
）、
小
島
健け
ん

（
悟
）

福
原
奈な
み美
（
辰
夫
）、
上
條
祐ゆ
う
き希

（
将
人
）、
志
村
陸り
く
と翔
（
祐
司
）、

市
村
愛あ
い
こ子
（
悟
）

秋
山
地
区

坂
本
颯は
や
と翔
（
和
則
）

巌
地
区

中
嶌
賢
一=

平
井
作
江
子

『
男
女
共
同
参
画
度
』問い合わせ　

上野原市立図書館
（☎ 63-5241）

啓発活動の様子　

上野原地区	 池田		結
ゆ の

望ちゃん（1歳 2か月）

	 大輔さん幸子さんの長女　
　　　　　“元気いっぱい、大きくな〜れ”

上野原地区	 小川		ほのかちゃん（11歳 0か月）
	 　　		陸

りく

くん（9歳 1か月）
　　　　　　　		遥

はるか

ちゃん（4歳 8か月）

	 浩輝さん直子さんの長女・長男・二女
“三人仲良く元気に成長してね！”

《募集》わが家の主役に掲載する写真を募集しています。掲載を希望される方は、企画課までお問い合わせください。
企画課政策推進担当　 （☎ 62-3118）

The Face of
ザ　フェイス　オブ　ウエノハラ

Uenohara kids 

Seishuning

Nadeshiko

アイ　エヌ　ジー

なでしこ

Uenohara

わが家の主役

散
髪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

昭
和
12
年
6
月
生
ま
れ
で
現
在

76
歳
の
杉
本
信
子
さ
ん
。

約
20
年
前
か
ら
近
所
の
お
年
寄

り
の
散
髪
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行

な
っ
て
い
る
。

き
っ
か
け
は
、
お
年
寄
り
が
床

屋
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
ず
困
っ

て
い
た
こ
と
。
少
し
で
も
役
に
立

ち
た
い
う
想
い
で
始
め
た
。

今
で
も
、
3
人
の
お
年
寄
り
の

散
髪
を
続
け
て
い
る
。
杉
本
さ
ん

は
、『
お
年
寄
り
の
喜
ん
だ
顔
を
見

る
の
が
楽
し
み
』
と
話
す
。

今
後
の
目
標
は
、
こ
れ
か
ら
も

で
き
る
限
り
散
髪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
続
け
、
も
っ
と
多
く
の
方
の
髪

を
切
り
続
け
た
い
と
愛
用
の
ハ
サ

ミ
を
片
手
に
話
し
て
く
れ
た
。

The Face of
ザ　フェイス　オブ　ウエノハラ

Uenohara kids 

Seishuning

Nadeshiko

アイ　エヌ　ジー

なでしこ

Uenohara

わが家の主役

みなさんの喜びのために

杉
す ぎ も と

本 信
の ぶ こ

子さん
（上野原地区）

このコーナーは、市内で頑張っている人、輝いている人
を紹介するコーナーです。このような方が身近にいまし
たら企画課まで紹介してください。
企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

ニュース
スマイル

リンデン
だより

♯83

♯12

男女共同参画Books

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に

希
望
が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て

い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（
　
）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護

者
、
死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
6
月
中
届
出
分
＝

図書館イベント情報
子ども映画館 おはなし会 リンデンドーム

朗読館 夏休みアニメ祭り

タイトル名 「ダンボ」 「だれもいないおうこく」
ほか

「花かんざし」
立原えりか／作　ほか

「三人の騎士」　ほか

開催日 8 月 10 日（土） 8 月 17 日（土） 8 月 18 日（日） 8 月 20 日（火）

時　間 午前 10 時〜 11 時 5 分
午後 2 時〜 3 時 5 分 午後 2 時 30 分〜 午後 2 時〜 午前 10 時〜　

午後 2 時〜
協　力 − たんぽぽ会 上野原朗読の会 −

H25.8月号saix.indd   22-23 13/07/26   10:09


